




《第７７回例会》（第２回東京例会） 

遠藤郁子ピアノリサイタル 

「ショパンと私とポーランド」 

2016年６月２３日（木）18:30～（開場 18:00）（演奏会） 

20:00～21:00（レセプション） 

ポーランド共和国大使館ホール 

（東京都目黒区三田２−１３−５） 

 

参加無料、定員１００名 

希望者多数の場合は定員になり次第締め切らせ

て頂きます。また、大使館の要請でご出席のみなさま

のお名前の事前登録が必要です。 

つきましては、 

「ご芳名と連絡先（メール・FAX・TELいずれか）」 

を記して、お早めにお申し込みください。 

申込先： 

メールhokkaidopolandca@gmail.com 

FAX 011-556-8834 

携帯080-4049-0956（安藤） 

申込期限：６月９日（木） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：北海道ポーランド文化協会 

共催：ポーランド広報文化センター 

後援：シアターX（カイ）、日本ショパン協会、 

㈱河合楽器、音響計画㈱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恵比寿駅からポーランド共和国大使館へ徒歩 1.1 km13分 

 

 

このたびポーランド広報文化センターの共催を

いただき、本会《第７７回例会》（第２回東京例会）とし

て、遠藤郁子ピアノリサイタル「ショパンと私とポー

ランド」を開催できますことは、まことに喜ばしく、光

栄に存じます。 

遠藤郁子さんには、お母上、本会創立当初より

副会長として長くご尽力いただきました遠藤道子

先生以来のご縁で、長らく本会にご参加いただい

ています。 

遠藤郁子さんのピアニストとしての世界的な名声、

傑出した演奏歴、第７回ショパン国際ピアノコンク

ール特別銀賞をはじめとする輝かしい受賞歴は、

ここで改めてご紹介するまでもないと思います（詳し

くは別添のプロフィールをご覧ください）。 

本企画にお力添えをいただきました、ポーランド

広報文化センターのミロスワフ・ブワシチャック所長

はじめ、後援を賜りました諸団体および本会東京事

務所のみなさまのご尽力に厚く御礼申し上げます。 

ご参加いただきますみなさまには、初夏のひとと

きを心ゆくまでお楽しみいただけますよう願ってお

ります。 

北海道ポーランド文化協会 

会長 安藤 厚 
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プログラムとして書道、折り紙、水墨画ワークショップなど

を実施）、④年度末の６月にウッジ市日本語スピー

チフェスティバル（昨年から始まった最新プログラム。

日本語のスピーチ技術力を競うよりも日本語を楽しむ交

流の場として、市内で日本語を学ぶ生徒、学生、社会

人が日本語を通して交流・発表し、ウッジ滞在の日本人

留学生がポーランド語で発表する。今年は 54名が参加）

などのほか、ウッジ工科大学での日本語市民講座、

民族考古学博物館での水墨画教室などが通年で

毎週開催されている。 

 

４．終わりに 

私が初めてウッジの街へ来たのは 1978 年秋、

留学生としてだった。札幌から横浜へ行き、船でナ

ホトカへ向かい、モスクワ経由、列車でワルシャワ、

ウッジへ辿り着いた。終着駅の、街の中央にあるフ

ァブリッチナ駅ホームに降り立ったときは、長旅の

安堵とついに来たかの思いがまさり、まさかその後

この街で働き、生活するようになろうとは夢にも思わ

なかった。経済不安、自由化闘争、戒厳令、社会

主義崩壊、EU 加盟という激動の中で、クロウ教授

と一緒に日本協会ウッジ支部立ち上げ、工科大学

日本語教育事業などを行い、ポーランド人女性と

家庭を持ち、娘を育て、今年７月末その娘が結婚

した。娘が生まれたのは、ヨーロッパ東西陣営の地

殻変動が起こり、日本は昭和から平成に移行した

1989 年だった。平和の泉、和を伝える泉になって

ほしいという思いを込めて和泉と命名した。クロウ教

授が健在であったなら、誰よりも娘の晴れ姿を喜ん

でくださったに違いない。私は微力ではあったが、

草の根交流として今日まで継続して続けられたの

は、周囲の理解と家族に支えられてのことだった。 

今回これまでの活動を振り返り思いを新たにす

る執筆の機会を与えてくださった安藤会長と小笠

原副会長に感謝申し上げ、双方向の継続がさらに

豊かなものとなるよう継続する大切さを感じている。 

「北海道ポーランド文化協会の皆さん、これから

もどうぞよろしく！」 

 

 

 

〈後援イベント〉のお知らせ 

李政美（イジョンミ）コンサート 

曲目：今日は帰れない（ポーランドパルチザンの歌）ほか、2016 年 9 月 21 日（水）

19:30～、札幌豊平館、料金 3,000（当日 3,500）円；9月 22日（木・祭）19:00～、小

樽文学館、料金 2,500（当日 3,000）円、予約・お問合せ:熊谷 080-4045-1461 

 

札幌豊平館、小樽文学館という歴史文化の息づく空間でイジョンミさんの

感動の美声を共に感受出来ましたら、本当に嬉しい限りです。（熊谷敬子） 

 

遠藤郁子ピアノリサイタル「ショパン序・破・急・幻」 

2016年 9月 15日（木）19:00～、六花亭札幌本店 6Fふきのとうホール（北４西６）、

入場料５千円、お問合せ：オフィス・ワン 011-612-8696 

 

能の演目に見立てたショパンの音魂（おとだま）が幽玄の世界に響く。 

いのちの深淵を見たピアニストが紡ぎ出す魂の音楽。 

 

《第 77 回例会》（第２回東京例会）報告 

遠藤郁子ピアノリサイタル「ショパンと私とポーランド」 

2016年 6月 23日（木）18:30より、ポーランド共和国大使館ホールにて、遠

藤郁子ピアノリサイタル「ショパンと私とポーランド」が開催され、約 100 人が遠

藤郁子さんの全曲ショパンのすばらしい演奏に聞き入りました。演奏終了後に

は、コザチェフスキ大使から花束が贈呈され、またポーランド広報文化センター

主催のレセプションが催されました。（東京事務所長 霜田英磨、写真：尾形芳秀） 
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